








 

1.発生に関する実験的研究(付図 1) 

 未熟児網膜症が網膜の未熟性を基盤として,動脈血酸素分圧の上昇など多く

の因子の影響によって発生,進行することはよく知られているが,その機序につ

いてはなお不明の点が多い。この問題に対して,生化学的な面からアプローチす

る目的で,未熟な網膜およびこれに酸素,光を負荷した場合の過酸化脂質の動態

について検討した。実験材料は,白色レグホン系の鶏胚およびヒナの網膜を使用

した。酸素は,定量ポンプ TMP-l5E を改造して正確に 1.Oml/min 投与した。光は,

水銀照明装置 H-250-Ⅱを用いて照射した。 


